
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和5年度 令和6年度

円 円 円 円 円 円
事業費 8,816,000 20,567,000

交付金額 8,063,000 20,538,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　当該道路は昭和58年に村道認定され、普段住宅地の生活道路として地域住民に利
用されているが、老朽化によるアスファルトのひび割れや、側溝が整備されておらず
地域住民の安全で円滑な通行に支障をきたしている状況である。
　本事業で当該道路を整備することにより、道路環境の向上を図り地域住民が安心安
全に生活道路として利用できる環境を整備する。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

村道城原上江洲線ほか１件整備工事

宜野座村長

宜野座村字漢那地内

実施設計　一式
整備工事　車道   L=145.5m　W=4.0m

令和５年度～令和６年度

事業費及び交付金額

計

29,383,000

28,601,000

今後も地域住民の理解と協力を得ながら事業を実施していく。

無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を実施した事により舗装及び側溝の整備ができ、地域住民が安全に利用できる
環境を整える事が出来た。
　また、地域住民へアンケートを実施したところ、車両通行時の利便性が良くなったとの回
答が寄せられており、本事業により生活環境の向上を図り地域住民が安心安全に利用で
きる環境が整えられたと評価できる。

【地域住民への周知の実施状況】
　本事業の整備が、特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の方
法（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示も含む）により、地域住民へ
周知を行った。
１）村広報誌（Ｒ７年３月号）及び村ホームページへ掲載済。
２）工事看板へ記載済。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

円 円 円 円 円 円
事業費 17,917,078 37,862,744 49,764,700 26,051,400 37,147,800

交付金額 17,916,000 36,000,000 48,730,000 24,345,000 36,900,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　当該道路は昭和６０年度に整備され、３０年以上経過しており老朽化によるアス

ファルトのひび割れや、側溝等の排水施設が未整備の区間があり、降雨時には路

面上に滞水するため、地域住民の通行に支障を来している状況である。

　漢那地区においては、当該道路と大排水路を挟んだ高台に漢那小学校を緊急

避難所として設けているが、利用するための橋梁が2箇所しかなく到着までに時間

を要していることから、区から橋梁を増設して欲しい旨の強い要望が出ている。

　また、既設の橋梁においては、幅員が狭く離合が困難であることから、緊急災害

時の避難経路を確保するために拡幅する必要がある。

　このため、本事業で道路及び橋梁を整備することにより、地域住民の利便性の向

上及び交通の円滑化を図り、安心安全な道路として利用できる環境を整備する。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

村道漢那赤崎1号線整備工事

宜野座村長

宜野座村字漢那地内

実施設計　一式
整備工事　車道   L=338.9m　w=5.0m、歩道　w＝2.0ｍ、函渠　1.0箇所

令和元年度～令和６年度

事業費及び交付金額

計

168,743,722

163,891,000

今後も本道路の維持管理を適正に行っていく。

無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を実施した事により道路及び橋梁の整備ができ、地域住民が安全に利用で
きる環境を整える事が出来た。
　また、地域住民へアンケートを実施したところ、車両通行時の利便性が良くなったと
の回答が寄せられており、本事業により生活環境の向上を図り地域住民が安心安全
に利用できる環境が整えられたと評価できる。

【地域住民への周知の実施状況】
　本事業の整備が、特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下
の方法（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示も含む）により、地
域住民へ周知を行った。
１）村広報誌（Ｒ７年３月号）及び村ホームページへ掲載済。
２）工事看板へ記載済。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和6年度 計

円 円 円 円 円

2,700,000 2,700,000

円 円 円 円 円

2,700,000 2,700,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

物品購入　特定健診車両　１台

事　　　業　　　評　　　価　　　書

宜野座村特定健診車両購入

宜野座村長

宜野座村字宜野座地内

　現在、所有している健診車両は、住民の特定健康診査及びがん検
診、健康増進事業（健康ウォーク、健康ウィーク事業）等の荷物運搬
のために使用しているが、購入後２３年が経ち、経年劣化によりエン
ジンやブレーキに不具合が発生し、健康推進活動に支障をきたしてい
る。
　
　本事業により、車両を購入することで、安全に特定健診の実施及び
円滑な運搬業務が可能となり、安定的な健康推進活動の促進を図る。

今後も、車両点検など維持管理を適正に行っていく

無

令和６年度

事業費及び交付金額
事業費

交付金額

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

【補助事業の成果及び評価】
  本事業において、経年劣化した宜野座村特定健診車両を整備したこ
とにより、安全な特定健診及び健康増進事業等の円滑な運搬業務が可
能となった。事業完了後１年間の利用回数は合計４４回、修繕回数は
０回であったため、安定的な健診（検診）と健康増進事業活動の促進
が図られたと評価できる。

【地域住民への周知の実施状況】
 １）村ホームページ（2025.4.15）へ掲載済
 ２）村広報誌（令7年(2025)５月号）へ掲載済
 ３）車両へ調整交付金事業である旨及びエンブレムの記載済（防衛
　　省と地域社会との協力を象徴するエンブレム）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和6年度

円 円 円 円 円 円
事業費 13,245,870

交付金額 11,921,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

今後も地域住民の理解と協力を得ながら事業を実施していく。

無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を実施した事により農業施設の適切な維持管理が可能となり、農地及び農業用
施設の保全と農業生産の安定化維持に寄与することが出来た。
 　また、海への赤土流出防止対策も講じられたことにより、環境保全だけでなく、観光振興
にも寄与したと評価する。

事業完了後約１年間の利用回数は、油圧パワーショベルが合計７８回、4ｔダンプが合計１４
０回で修繕回数は共に０回であった。

【地域住民への周知の実施状況】
　本事業の整備が、特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の方
法（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示も含む）により、地域住民へ
周知を行った。
１）村ホームページへ掲載済。
２）村広報誌へ掲載済。
３）購入車両へ記載済。

物品購入
（油圧パワーショベル １台、4tダンプ １台）

令和６年度

事業費及び交付金額

計

13,245,870

11,921,000

宜野座村は、農業を基幹産業として、農業基盤整備や農業振興に取り組んでいる
が、農業施設(農道・排水路・沈砂池）の維持管理に必要な人材や作業車両及び重機
不足に加え、堆積土砂の悪臭被害や海への赤土流出が課題となっている。

　本事業で農業施設の維持管理作業車両及び重機を新規整備することにより、農業
施設の適切な維持管理が可能となり、農地及び農業用施設の保全と農業生産の安定
化維持に寄与することに加え、海への赤土流出防止対策も講じられることから、環境
対策や観光振興にも寄与するものである。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

宜野座村農業施設維持管理車両購入

宜野座村長

宜野座村字宜野座地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成27年度 令和6年度

円 円 円 円 円 円
事業費 8,964,000 7,700,000

交付金額 8,964,000 7,700,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本村の配水管は、古いもので昭和５５年頃に布設されたものがあり、老朽化が著
しく、漏水等が多発しているのが現状である。また、錆水の被害も生じており、地域
住民からの苦情等の対応に苦慮している状況である。令和６年度の錆水の被害
については９月時点で１０件以上もあり、今後も深刻化していくことが懸念される。
　水道は重要なライフラインの一つであり、生活に欠かせないものであることから、
早急に基幹配水管の布設替を行い、安全で安心な飲料水の供給を行うことで生
活環境を整え、また、地震等の災害が生じても給水を適切に行えるように、配水管
の耐震化を進めていく必要がある。
　本事業では、平成２７年度に策定した管路耐震化・更新計画書の全体的な見直
しを行い、地域住民の生活環境の改善及び向上を図るものである。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

配水管耐震化・更新全体計画調査

宜野座村長

宜野座村内

配水管調査、更新計画、概算費用算出

平成27年度、令和6年度

事業費及び交付金額

計

16,664,000

16,664,000

更新計画を基にした管路更新を進めていく

無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を行ったことで、概算事業費の算出、更新計画（案）の策定、重要管路の選
定ができた。本村では、管路の老朽化による漏水、赤錆水の発生が問題となってい
る。また、管路の耐震化も進んでいないため、災害時等でも給水を可能とするため、
耐震性能を有したものへ更新する必要がある。本事業を実施したことで、適切な管
路更新事業の実施が可能となった。管路更新事業が進んでいくことで、老朽化によ
る漏水や赤錆水等の改善、耐震化率の向上が期待できると評価する。

【地域住民への周知の実施状況】
本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下のように

周知する。
　　1）村ホームページへ掲載済み
    2)村広報誌へ掲載済み



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和6年度

円 円 円 円 円 円
事業費 11,000,000

交付金額 8,828,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本事業で老朽化した環境衛生倉庫を改築することにより、蛇・野犬・スズメバチ等の
危険生物の捕獲・パトロールにおける備品等の管理及びハブ捕獲用の罠を設置する
際に必要となる生餌(マウス）の飼養が可能となることで、環境衛生の向上を図り、地域
住民が安全で安心して暮らせる環境を整えることを目的とする。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

環境衛生倉庫設置工事

宜野座村長

宜野座村字宜野座地内

建築工事　軽量鉄骨造（平屋建）　A＝39.74㎡

令和6年度

事業費及び交付金額

計

11,000,000

8,828,000

今後も倉庫の維持管理を適正に行っていく。

無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】
　本事業において、環境衛生倉庫を改築することにより環境衛生の向上が図られ、地域住
民が安心安全に生活できる環境が整えられたと評価できる。

【地域住民への周知の実施状況】
　本事業の整備が、特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の方
法（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示も含む）により、地域住民へ
周知を行った。
１）村広報誌（Ｒ７年6月号）及び村ホームページへ掲載済。
２）倉庫へ記載済。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

円 円 円 円 円 円

基
金
造
成
額

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

令和５年度

21,864,000

0

0

21,864,000

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実

施状況

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を継続して実施することで、幼稚園及び義務教育諸学校に在籍す
る園児、児童及び生徒の心身の健全な発育及び保護者の経済的負担軽減を
図ることにより、子育て支援に寄与できた。
また、小中学校長へのアンケート調査を行い、前年度に続き「今後も継続
を望む」の回答を得ている。

【地域住民への周知の実施状況】
１）村ホームページへ掲載済
２）村広報誌（Ｒ６年４月号）へ掲載済
３）新入園児及び新入学児童生徒に対し周知文書の配布済

今後も継続して事業を実施する。

無

23,089,520

基金処分額 0 24,617,590 25,411,710 34,814,010 111,525,480

基金残額 45,735,000 50,633,410 42,721,700 23,089,520

26,682,170

37,903,530

計 45,735,000 29,516,000 17,500,000 20,000,000

0

運用益 0 0 0 0 0

市町村費等 0 0 0 0

令和２年度から令和１２年度まで

事業費及び交付金額

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和６年度 計

交付金額
45,735,000 29,516,000 17,500,000 20,000,000 134,615,000

134,615,000

学校給食費の無償化

事　　　業　　　評　　　価　　　書

宜野座村学校給食事業

宜野座村長

宜野座村内

　幼稚園及び義務教育諸学校に在籍する園児、児童及び生徒の心身の健全
な発育及び保護者の経済的負担軽減を図ることにより、子育て支援に寄与
する。


